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資料３

大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会
令和７年度エリア分科会

災害廃棄物処理に関する情報提供



近年の災害発生及び災害廃棄物処理状況について
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年月 災害名 災害廃棄物発生量 処理期間

1995年1月 阪神・淡路大震災 1500万トン1) 約3年

2004年10月 新潟中越地震 60万トン1) 約3年

2011年3月 東日本大震災 3100万トン1)

（津波堆積物1100万トン含む）

約3年
（福島県除く）

2014年8月 広島土砂災害 52万トン1) 約1.5年

2018年4月 熊本地震 311万トン1) 約2年

2018年7月 西日本豪雨災害 189万トン1)

（主要被災地の岡山、広島、愛媛の合計）
約2年

2018年9月 北海道胆振東部地震 7.4万トン2) 約2.5年

2020年7月 令和2年7月豪雨 42万トン3) 約2.5年

2024年1月 令和6年能登半島地震 400万トン4)

（石川県の合計）

2024年9月 令和6年奥能登豪雨 10万トン4)

（石川県の合計）
約2.5年
（予定）

出典
1) 環境省近畿地方環境事務所, 令和5年, 「災害廃棄物処理の概要について」
2) 環境省北海道地方環境事務所, 令和3年, 「平成30年北海道胆振東部地震により発生した災害廃棄物処理の記録」
3) 環境省, 令和7年, 「これまでの大規模災害における取組のポイント及び課題への対応」
4) 石川県, 令和7年, 「公費解体加速化プランの改定～公費解体見込棟数の見直しと令和6年奥能登豪雨影響の追加」

• 近年、地震・豪雨を主として大規模な災害が多発している
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出典：環境省, 災害廃棄物対策フォトチャンネル＜http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/＞

平成23年東日本大震災 平成28年熊本地震 平成30年北海道胆振東部地震

令和2年7月豪雨 令和3年7月豪雨 令和4年台風15号

• 発災すると一度に大量の災害廃棄物が発生
• 災害廃棄物は自治体が主体となり処理する必要がある
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出典：石川県, 令和6年能登半島地震写真で見る被害状況＜https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2024spring/higai-2024spring.html＞

令和６年
能登半島地震

火災被害 津波被害

令和６年
奥能登豪雨

出典：石川県,令和6年（2024年）奥能登豪雨による能登半島被害状況＜https://www.pref.ishikawa.lg.jp/saigai/202409ooame-higai.html＞

豪雨被害 豪雨被害

近年の災害発生及び災害廃棄物処理状況について

• 令和6年には同じ地域に地震・豪雨が発生し、甚大な被害が生じた。
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令和６年奥能登豪雨

出典：石川県, 能登半島地震、奥能登豪雨による石川県の被害と対応

令和６年能登半島地震 災害の特徴

出典：石川県, 令和６年能登半島地震における災害廃棄物処理について

• 過疎・高齢化率が高く、
拠点都市から離れた地
域での発災

• 被災地への幹線道路
が全て被災

• 地震、火災、津波、豪
雨による複合災害

• 耐震化率が低く、多く
の家屋が損壊。大量の
公費解体対象となる家
屋が生じた
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 能登半島の多くの河川上流域で地震による斜面崩落による土砂、樹木が堆積していたものが豪雨
により河川に流れ込んで堆積し、被害が増大したと思われる事象が確認された。

 このことを背景に「能登半島での地震・大雨を踏まえた水害・土砂災害対策検討会」が立ち上げられ、
複合災害（先発の自然災害の影響が残っている状態で、後発の自然災害が発生することで、単発の
災害に比べて被害拡大する事象）が定義された。

出典：能登半島での地震・大雨を踏まえた水害・土砂災害対策検討会（第１回）資料

令和６年能登半島地震 複合災害について
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• 前述の検討会では、複合災害に対応すべき課題と早期に実現を図るべき対策について提言（案）が
なされている。

出典：能登半島での地震・大雨を踏まえた水害・土砂災害対策検討会（第３回）資料



8出典：石川県、令和６年能登半島地震における災害廃棄物処理について

令和６年能登半島地震 処理施設について

• 能登半島の広域で処理施設が被災し、稼働不可に
• 近隣自治体の枠を超えた広域な支援を受けた



9出典：環境省,令和６年度災害廃棄物対策推進検討会（第１回）「令和6年度の自然災害における対応について」
＜https://www.env.go.jp/recycle/waste/disaster/earthquake/committee2/r6-02.html＞

令和６年能登半島地震 し尿処理について

• 能登半島地震では、し尿処理施設が被災により稼働停止
• 関係省庁、団体と緊密に連携し対応
• 国以外の主体によるトイレトレーラーの設置
• 仮設トイレの設置状況を随時情報共有、見える化

し尿処理施設稼働状況

仮設トイレ、バキュームカーの設置に係る体制

仮設トイレ設置状況のマップ化（イメージ）



北海道で想定される災害
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• 「大規模災害時における北海道ブロック災害廃棄物対策行動計画（第２版）」では、
月寒背斜に関する断層、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震、水害シナリオを想定

• 北海道の被災想定に基づき日本海溝地震と千島海溝地震に分けて災害廃棄物発生
量を推計し、全道、各エリア、振興局ごとの処理能力と比較検討、行動計画に追記

出典：環境省北海道地方環境事務所. 大規模災害時における北海道ブロック災害廃棄物行動計画（第２版）
＜https://hokkaido.env.go.jp/recycle/new.html＞

一般廃棄物処理施設の所在地と震度分布
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北海道内で連携が必要な振興局

出典：環境省北海道地方環境事務所. 大規模災害時における北海道ブロック災害廃棄物行動計画（第２
版）（追記）

• 津波を伴う地震が発生した場合、沿岸域で水産加工品等の腐敗性廃棄物、
漁具・漁網等の処理困難物、津波堆積物等の発生

• 冬季は積雪、凍結による復旧作業の遅れの発生
• 過疎、高齢化率の高い地域の被災
• 地震、火災、津波、豪雨、豪雪による複合災害の発生
• 処理施設の被災、処理施設の処理能力を超えた災害廃棄物の発生

出典：災害廃棄物情報プラットフォーム. 東日本大震災により発生した被
災３県における災害廃棄物等の処理の記録
＜https://dwasteinfo2.nies.go.jp/page/page000104.html＞

津波堆積物

分別困難な漁網



日本海沿岸の地震・津波被害想定について
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出典：北海道. 日本海沿岸の地震・津波被害想定について. https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/223352.html
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• 陸地に近い断層により発生する
ため、揺れが大きく、地震発生か
ら津波到達までの時間が短いこ
とが想定される

• 地震動、液状化、津波、崖崩れ、
雪崩、火災等による家屋倒壊に
伴い、大量の災害廃棄物が発生

• 自動車、船舶、コンテナ、漁業施
設等の災害廃棄物も発生

出典：北海道. 日本海沿岸の地震・津波被害想定について. https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/223352.html

日本海沿岸の地震・津波被害想定について
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